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こ
の
戦
史
は
艶
瀞
が
約
三
咋
前
東
都
砕
姐
大
尉
地
蚊
騨
批
物
離
散
基
に
於
て
研
光
し
て
居
た
明
､
脱
穀
､
測
粧
し
柑
た
材
料
を
弗
の
鉄
骨
批
勤
め
の

倣
暇
に
細
め
た
も
の
で
､
末
だ
不
非
分
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
が
､
故
早
道
以
上
の
研
究
は
塊
水

の
華
肴
に
と
っ
て
は
的
雛
で
あ

O
か
ら
､
こ
1
に
毅

来
し
て
敢
て
繍
価

の
御
叱
舵
を
仰
ぎ
た
い
と
思
･霊

へ
-
ス
テ
ン
グ
石
が

一
八
九
六
年
ア
ダ
ム
ス
及

ハ
-
ン
グ
ト
ン
両
氏
は
依
っ
て
加
奈
陀
オ
ン
ク

-
オ
州

へ
-
ス
チ

ン
グ
カ
ウ
ン
チ
盲
か
ら
磯
風
'
命
名
せ
ら
れ
て
以
来
'
世
界
譜
魔
の
ア
ル
カ
-
岩
に
rJ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
を
報
ぜ

ら
れ
た
が
編
炭
山
産

へ
-
ス
チ
ン
グ
石
の
如
d
J光
学
性
及
化
撃
性
を
有
す
る
も
の
は
甚
だ
砂
-
'
そ
の
産
地
世
界
に

於
で
未
だ
五
六
箇
所
を
数

へ
る
ほ
過

な

い
｡
本
錬
物
が
そ
.の
性
質
期
の
如
-
珍
奇
な
も
の
で
あ
っ
た
が
為
､
研

究

常
時
筆
者
は

一
種
名
状
し
得
な

い
熱
烈
を
興
味
む
抱

い
た
こ
と
を
t
rJ
の
報
文
を
革
し
っ
＼
追
憶
し
て
ゐ
る
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頂
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1
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肝
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聾
者
の
所
謂
赤
色
閃
長
岩
に
接
す
る
附
妃
の
霞
石
閃
長
岩
の
主
事
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し
て
賦
春
L
t
長
径

1i
糎
内
外
の
長
柱
状
結
晶
を
在
し
.

e
朝
晶
帯
の
譜
面
の
磯
連
は
良
好
で
あ
る

が
､
底
面
は

山
殻
に
を
の
凌
達
不
充
分
で
あ
る
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母
岩
t
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へ
-
ス
チ
ノ
ダ
石
霞
石
閃
長
岩
は
淡
色
p
中
粒
'完
品
贋
の

も
の
で
造
岩
鋸
物
と
し
て
は
中
日
形
を
な
す
徴
斜
長
石
ペ
ル
ト
石
皮

へ
-
メ

(二
)

チ
ン
グ
石
並
に
他
形
を
覆
す
霞
石
を
そ
の
主
鰹
と
L
t
脈
状
を
な
す
C
hess･

b
o
a
rd
型
の
双
晶
の
智
長
石
及
少
許
の
韻
雲
母
'

ユ
ー
デ
ィ

ア

ル
石
､
デ
ル

コ
ソ
､
チ
タ
ン
地
顔
'
燐
衣
石
等
を
含
有
す
る

(岩
石
の
詳
細
な
る
記
載
は

後
日
に
譲
る
)
0

乙
の
母
岩
の
化
尊
組
成
及
そ
の
ノ
ル

ム
聖
耶
せ
ば
上
の
如
し
｡

(
分
析
者

筆
者
)
上
の
化
撃
分
析
に
於
て
そ
の
H
20
(+
)
を
測
定
す
る
に
際
し
､
通
常
の
灼

熱
減
を
秤
量
後
そ
の
中
の
F
e
O

を
定
量
し
､
灼
熱
せ
ざ
る
試
料
の
F
e
O

と

比
較
し
て
灼
熱
に
ょ
つ
て

F
eU
の

F
e
20
3
に
な
れ
る
畳
を
計
八
･'
そ
の
重

畳
増
加
相
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量
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灼
熱
減
に
加

へ
て
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I20
(+
)

の
畳
と
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へ
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グ
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の
周
遊
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度
々
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黒
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母
の
小
港
晶
片
が
貫
入
状
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出
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ソ
､
チ
タ
ン
石
等
を
包
塞
物
と
な
し
..
を
の
光
撃
性
と
し
て
重
屈
折
の
徴
顔
な
る
乙
と
.
光

線
吸
収
の
大
な
る
乙
と
､
及
狸
性
軸
の
分
散
の
著
し
き
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と
等
が
顕
微
鏡
下
に
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せ
ら
れ
る
却
賓
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あ

っ
て
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っ
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本
献
物
の
光
塑
性
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定
は
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あ
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測
定
不
可
能
で
あ
-
'
随
っ
て
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庫
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鑑
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よ
る
が
如

き
比
較
的
簡
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在
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し
得
な

い
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以
下
そ
の
光
撃
性
の
特
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在
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こ
ろ
む
や
㌧
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細
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載
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多
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性
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(
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)勢
関
は
約
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は
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'
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の
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ず

7

枚
角
閃
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'
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色
光
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消
光
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決
定
盆
-
不
可
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る
｡
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光
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光
線
吸
収
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'
飴
程
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源
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球
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な
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も
の
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け
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方
は
背
紋
に
色
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ら
れ
七
二
軸
性
在
る
と
光
軸
分
散
の
大
在
る
こ
と
を
如
賓
に
示
し
て
ゐ
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.
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し
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率
よ
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光
軸
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ば
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(
光
拳
性
負
)
三
､化
学
組
成
及
比
重

化
撃
分
析
及
此
重
測
定
は
封
す
る
試
料
は
岩
石
巾
よ
り
へ
-

ス
チ
ン
グ
石
を
掘
出
し
､
双
眼
細
微
鋸
に
て
純
粋
在

る
も
の
の
み
を
採
集
し
わ
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此
韮
は
此
韮
瓶
に
よ
少
､
化
聾
分
析
は
ヮ
シ
ソ
ト
ン
氏
の
蔭
に
よ
っ
だ
が
､
H
20
(+
)
測
定
に
封
し
て
は
母
岩
の

そ
れ
と
同
様
の
手
殿
を
探
っ
た
｡
(
分
析

筆
者
)
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注
意
す
べ
き
は
江
原
造
平
鹿
郡
平
鹿
両
虎
岩
出
よ
ら
永

野
崎
技
師
に
依
っ

て磯
見
せ
ら
れ
た
る
平
鹿
石
で

あ
る
｡
氏
は
依
れ
ば
平
鹿
石
も
亦
霞
石
閃
長
岩
を
含

め
る
ア
ル
ヵ
-
岩
胎
に
含
有
せ
ら
れ
､
闇
閃
石
と
育
閃
石
と
の

中
間
健
在
-
と
.
乙
の
鹿
砦
川
と
稲
辰
出
と
は
直
種
的
甘
粁
､
中
間
は
大
な
る
玄
武
岩
墓
地
に
よ
っ
て
距
て
ら
約
で

は
ゐ
る
が

一
つ
の
ア
ル
カ
リ
岩
鰭
に
鷹
す
る
乙
と
は
明
瞭
で
､
随
つ
て

へ
-
ス
チ
ン
グ
石
と
平
鹿
石
と
の
関
係
も
亦

輿
-妹
あ
る
研
究
の
封
象
で
あ
ら
う
｡
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日
本
内
地
は
於
で
は
今
日
迄
宙
末
だ
確
か
を
十
字
石
の
教
鬼
を
聞
か
覆

い
｡
然
し
朝
鮮
に
於
で
は
江
原
､
推
陽
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蘭
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下
給
餌
旦
'
威
南
'
甲
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郡
椅
暗
鬼
等
に
産
す
る
が
最
近
に
は
山
口
定
排
撃
士
に
よ
っ
て
忠
商
'
瑞
山
郡
搾


